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金田町人の動き 

(3月1日現在） 

世帯数 2. 8 0 3 

人 口 9. 5 7 8 

男 4,704 女 4,881 

出生 23 死亡 11 

転入 47 転出 62 
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今
年
は
れ
て
成
人
と
な
っ
た
青
年
諸
君
 

を
祝
い
は
げ
ま
す
、
昭
和
五
十
八
年
度
金
 

田
町
成
人
式
が
、
 
一
月
十
五
日
総
合
会
館
 

で
、
来
賓
の
臨
席
を
仰
ぎ
挙
行
さ
れ
ま
し
 

た
 。

 今
年
は
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
 
ー
 

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
 

れ
た
八
十
九
名
の
適
令
者
が
あ
り
、
そ
の
 

う
ち
男
子
五
十
四
名
、
女
子
三
十
五
名
で
 

す。 式
典
は
十
時
よ
り
始
め
ら
れ
、
町
長
の
 

祝
辞
の
あ
と
議
会
議
長
等
釆
賓
の
方
々
の
 

温
か
い
お
祝
い
の
言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。
 

成
人
を
代
表
致
し
ま
し
て
、
三
浦
美
香
 

代
さ
ん
が
、
 

「
大
人
と
し
て
の
責
務
の
重
 

大
な
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
共
に
、
今
後
 

な
お
一
層
国
家
、
社
会
の
繁
栄
に
努
力
を
 

尽
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
 
」
と
力
強
く
成
 

人
の
決
意
を
述
べ
、
巌
し
ゅ
く
な
る
式
典
 

を
終
り
ま
し
た
。
 

記
念
撮
影
、
続
い
て
青
年
会
が
後
輩
達
 

を
励
ま
そ
う
と
、
会
場
に
摸
擬
店
を
出
し
 

て
景
気
づ
け
た
．
 

来
賓
、
成
人
と
次
々
に
自
慢
の
歌
が
披
 

露
さ
れ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
く
つ
ろ
い
だ
和
や
 

か
な
ふ
ん
い
き
の
う
ち
、
意
義
深
い
成
人
 

式
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
 

成
人
諸
君
の
前
途
を
祝
し
、
御
多
幸
を
 

お
祈
り
致
し
ま
す
。
 

一
 

国
土
調
査
に
こ
協
力
を
 

一
、
仮
閲
覧
に
つ
い
て
 

(21) 

振
興
課
国
土
調
査
係
 

国
土
調
査
の
結
果
作
成
さ
れ
 

た
地
籍
図
原
図
及
び
地
籍
簿
案
 

に
つ
い
て
は
、
法
一
七
条
の
規
 

定
に
よ
り
遅
滞
な
く
一
般
の
閲
 

覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
閲
 

覧
の
結
果
、
誤
り
等
が
発
見
さ
 

れ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
修
正
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
 

つ
て
い
ま
d

。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
閣
覧
に
供
 

す
る
地
籍
図
原
図
は
当
然
の
こ
 

O
 

O
 

。
 

と
な
が
ら
既
に
墨
入
れ
が
な
さ
 

れ
て
い
る
た
め
、
誤
り
が
あ
っ
 

た
場
合
の
そ
の
修
正
に
非
常
に
 

時
間
が
か
か
る
ば
か
り
か
、
関
 

係
土
地
の
全
部
に
つ
い
て
再
度
 

面
積
測
定
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

ず
、
そ
の
結
果
地
籍
簿
案
は
も
 

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
他
、
地
 

籍
調
査
票
等
関
係
書
類
を
全
部
 

修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
 

果
と
な
り
、
そ
れ
ら
に
要
す
る
 

時
間
や
費
用
は
大
変
な
も
の
と
 

な
り
ま
す
。
 

特
に
修
正
に
時
間
が
か
か
る
 

と
、
後
統
す
る
工
程
に
影
響
を
 

及
ぼ
し
、
成
果
の
登
記
所
へ
の
 

送
付
も
遅
れ
る
結
果
と
な
り
、
 

そ
れ
が
悪
循
環
と
な
っ
て
、
土
 

地
所
有
者
を
は
じ
め
、
町
の
全
 

体
計
画
も
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
 

ま
す
。
 

そ
こ
で
、
後
日
行
わ
れ
ま
す
 

法
一
七
条
の
本
閲
覧
の
前
、
す
 

な
わ
ち
現
地
測
量
の
終
わ
つ
た
 

段
階
（
地
籍
細
部
測
量
）
で
、
 

ま
だ
墨
入
れ
の
済
ん
で
い
な
い
 

地
籍
図
原
図
と
な
る
べ
き
図
面
 

。
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

（
測
量
図
）
と
面
積
の
記
入
が
 

。
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

さ
れ
て
い
な
い
地
籍
調
査
票
を
 

閲
覧
に
供
し
て
い
ま
す
。
 
こ
れ
 

。
 

。
 

。
 

が
い
わ
ゆ
る
 
仮
閲
覧
 
と
呼
 

ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
仮
閲
覧
は
、
 

法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
 

す
る
も
の
で
は
な
く
、
任
意
に
 

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
 

す
か
ら
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
 

再
度
、
正
規
の
本
閲
覧
に
供
し
 

ま
す
。
 

ニ
、
昭
和
五
八
年
度
国
土
調
査
 

の
進
行
状
況
に
つ
い
て
 

昭
和
五
八
年
度
は
下
神
崎
（
 

農
地
）
地
区
を
調
査
区
域
と
し
 

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
 
一
月
上
 

旬
よ
り
測
量
作
業
に
入
り
、
三
 

月
上
旬
、
ほ
ぼ
現
地
で
の
測
量
 

作
業
を
終
え
、
三
月
下
旬
に
仮
 

閲
覧
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
 

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
処
理
に
よ
る
 

面
積
測
定
を
行
う
訳
で
す
が
、
 

デ
ー
タ
が
揃
い
次
第
、
本
閲
覧
 

通
知
を
回
覧
等
で
行
い
ま
す
の
 

で
、
そ
の
節
は
是
非
、
閲
覧
き
 

れ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
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国
国
一
了
 り

一

 

廿
議
会
事
務
局
廿
 

昭
和
五
十
九
年
第
二
回
定
例
 

町
議
会
が
三
月
十
九
日
招
集
さ
 

れ
、
九
日
間
の
会
期
に
よ
り
諸
 

議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
、
次
の
 

と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
可
決
を
み
て
 

閉
会
い
た
し
ま
し
た
・
 

⑥
議
案
第
二
号
 
金
田
町
職
員
 

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
 

て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
三
号
 
金
田
町
特
別
 

職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑨
議
案
第
四
号
 
金
田
町
特
別
 

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
 

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 
（
原
案
可
 

決） 
⑨
議
案
第
五
号
 
昭
和
五
十
八
 

年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
画
 

の
変
史
に
つ
い
て
（
原
案
可
 

決） 
⑨
議
案
第
六
号
 
昭
和
五
十
八
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
三
号
）
 
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑨
議
案
第
七
号
 
昭
和
五
十
八
 

年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
 

号
）
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
八
号
 
昭
和
五
＋
八
 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

補
正
予
算
（
第
一
号
）
 
に
つ
 

い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
九
号
 
昭
和
五
十
八
 

年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
別
 

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 

に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
＋
号
 
金
田
町
税
条
 

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑨
議
案
第
十
一
号
 
金
田
町
母
 

子
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に
 

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
 

て
 

（
原
案
可
決
）
 

＠
議
案
第
十
二
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
 

画
の
変
更
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
〕
 

⑨
議
案
第
＋
三
号
 
昭
和
五
＋
 

九
年
度
金
田
町
一
般
会
計
予
 

算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

四
、
三
六
五
、
 

一
入
O
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
四
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
 

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
 

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

五
O
三
、
三
」
ニ
ハ
千
円
 

（
原
案
可
決
〕
 

⑨
議
案
第
＋
五
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
 

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

町

ぐ

 る
 
み
 

年
 
金
 
だ
 
よ
 
h
一 

住
民
課
国
民
年
金
係
 

勤
め
を
や
め
た
人
は
 

国
民
年
金
に
 

加
入
し
ま
し
よ
う
。
 

今
春
 
大
学
を
卒
業
し
て
自
 

営
業
な
ど
の
家
業
に
つ
か
れ
た
 

方
や
「
脱
サ
ラ
」
な
ど
で
勤
め
 

を
や
め
た
方
の
国
民
年
金
加
入
 

の
手
続
き
は
、
す
み
ま
し
た
で
 

し
よ
う
か
。
 

現
在
、
わ
が
国
は
、
誰
で
も
 

が
、
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
 

加
入
し
、
老
後
の
生
活
を
年
金
 

で
守
ろ
う
と
い
う
皆
年
金
の
時
 

代
で
す
。
 

勤
め
を
や
め
て
、
厚
生
年
金
 

や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
な
く
 

な
つ
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
加
入
 

し
て
い
た
年
金
制
度
で
老
齢
（
 

退
職
）
年
金
を
う
け
る
資
格
期
 

間
を
満
た
し
て
い
な
い
限
り
、
 

必
ず
配
遇
者
と
一
諸
に
国
民
年
 

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

（ 20 

ー
 59 

歳） 

そ
う
し
な
い
と
せ
つ
か
く
の
 

そ
れ
ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
 

加
入
期
間
が
む
だ
に
な
る
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
 

「
各
年
金
制
度
の
 

加
入
期
間
は
、
 

つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
ま
す
」
 

こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
 

加
入
手
統
き
を
す
る
と
、
そ
れ
 

ま
で
加
入
し
て
い
た
厚
生
年
金
 

や
共
済
組
合
の
期
間
と
国
民
年
 

金
の
加
入
期
間
（
保
険
料
を
滞
 

納
し
た
期
間
を
除
く
）
は
つ
な
 

ぎ
合
わ
さ
れ
、
そ
の
合
算
し
た
 

期
間
が
 25 

年
（
昭
和
5
年
4
月
 

1
日
以
前
に
生
れ
た
人
は
、
昭
 

和
 36 

年
4
月
以
降
の
期
間
が
 10 

年
か
ら
 24 

年
に
短
縮
さ
れ
る
）
 

以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
 

金
制
度
か
ら
そ
の
加
入
期
間
に
 

応
じ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
 

肝
心
な
こ
と
は
、
加
入
期
間
 

の
な
い
空
白
の
期
間
が
な
い
よ
 

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
 

将
来
の
年
金
を
確
実
な
も
の
 

に
し
、
安
定
し
た
老
後
の
生
活
 

設
計
を
築
く
た
め
、
勤
め
を
や
 

め
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
 

し
ま
し
よ
う
。
 

手
続
き
は
、
役
場
国
民
年
金
 

係
へ
お
い
で
下
さ
い
。
 

保
険
料
を
前
納
す
る
と
 

割
引
き
さ
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
 

額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
と
が
 

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
．
4
 

月
分
か
ら
翌
年
3
月
分
ま
で
の
 

1
ケ
年
分
を
ま
と
め
て
、
前
納
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

今
月
か
ら
新
し
い
年
度
が
始
 

り
ま
す
、
こ
の
機
会
に
保
険
料
 

の
一
年
前
納
を
お
す
す
め
し
ま
 

す。 保
険
料
を
一
年
分
前
納
す
る
 

二
四
七
、
九
〇
八
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
六
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
老
人
医
療
特
 

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

二
九
二
、
六
八
五
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
七
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
 

計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

一
三
五
、
七
九
四
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
八
号
 
昭
和
五
十
 

九
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
 

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

五
八
、
三
三
六
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
十
九
号
 
金
田
町
職
 

員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
 

と
次
の
よ
う
に
年
5
分
5
厘
の
 

o
付
加
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
 

利
率
に
よ
る
復
利
現
価
法
で
割
 

場
合
 

り
引
き
さ
れ
た
金
額
と
な
る
の
 

四
、
八
O
〇
円
 

で
大
変
有
利
で
す
。
 

o
四
月
に
ー
ケ
年
分
前
納
し
た
 

o
定
額
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
 

場
合
 

場
合
 

四
、
六
八
〇
円
 

一
年
間
七
四
、
六
四
〇
円
 

割
り
引
き
額
 

o
四
月
に
ー
ケ
年
分
前
納
し
た
 

一
一
一
〇
円
 

場
合
 

国
民
年
金
保
険
料
を
月
々
、
 

七
二
、
八
四
〇
円
 
ま
た
は
、
年
何
回
か
に
分
け
て
 

o
四
月
に
ー
ケ
年
分
前
納
し
た
 
納
め
る
手
間
が
省
け
、
つ
い
、
 

場
合
 

う
つ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
防
げ
 

割
り
引
き
額
 

ま
す
の
で
留
守
が
ち
の
人
な
ど
 

一
、
八
〇
〇
円
 

便
利
で
す
。
 

」
 

【 

一
金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
声
勲
 

一
俳
句
短
歌
愛
好
会
考
，
機
薦
 

” 

」‘一俳句》 

？ 

、
 

‘
ー
‘
ー
 

‘てJ

・・ートJ 

に
川
『
川
電
山
ノ
レ
白
（
 

》 

一
お
ぼ
ろ
夜
に
梅
相
の
下
の
 

春
愁
ゃ
発
誕
久
し
 

一 

』 

カ
ツ
ポ
酒
 

l
ー
一
ー
 

？ 

～ 

克
 
芳
 

ーーメ 

ーーー 

い 

一行く先難の（ち『青空こ轟戸一 

一

 

医
師
の
風
マ
ス
ク
に
止
め
て
 

梅

の

坊

南

枝

の

菅

ま

だ

固

く

）

 

一 

脈
を
取
る
 

一 

一

 

鳥
越
 

美
枝
 

《

短

歌

〉

 

一
 

一
と
き
め
き
て
朽
葉
を
掻
け
ぱ
 

岩
野
 
勝
義
？
 

一
野
の
草
諮
誘
宗
孫
「
冬
慧
混
鴛
鷲
 

一
凄
舞
ー
舞
獲
繊
 

の
制
定
に
つ
い
て
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
請
願
の
審
議
 

0
年
金
制
度
改
正
に
反
対
す
 

る
請
願
 

（
採
択
）
 

e
健
康
保
険
制
度
改
正
に
反
 

対
す
る
請
願
 

（
採
択
〕
 

O
雇
用
保
険
制
度
改
正
に
反
 

対
す
る
請
願
 

（
採
択
）
 

O
非
核
都
市
宜
言
を
求
め
る
 

こ
と
に
関
す
る
請
願
 

（
採
択
）
 

⑥
意
見
書
等
の
審
議
 

0
年
金
制
度
改
正
に
反
対
す
 

る
意
見
書
 

（
決
定
）
 

田
健
康
保
険
制
度
改
正
に
反
 

対
す
る
意
見
書
（
決
定
）
 

田
雇
用
保
険
制
度
改
正
に
反
 

対
す
る
意
見
書
（
決
定
）
 

0
非
核
、
恒
久
平
和
都
市
宣
 

言
に
関
す
る
決
議
（
決
定
）
 

以
上
 

個
人
事
業
税
に
 

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
 

個
人
事
業
税
は
、
商
工
業
や
 

自
由
業
な
ど
の
う
ち
法
律
で
定
 

め
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
個
人
 

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
 

昭
和
 56 

年
度
の
法
律
改
正
に
よ
 

り
、
不
動
産
貸
付
業
・
駐
車
場
 

業
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
及
び
 

デ
ザ
イ
ン
業
の
4
業
種
が
新
た
 

に
課
税
の
対
象
と
な
る
事
業
と
 

し
て
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
不
動
産
貸
付
業
．
 

駐
車
場
業
は
，
 
一
定
の
基
準
に
 

よ
り
事
業
に
該
当
す
る
か
ど
う
 

か
を
判
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
土
地
や
建
物
の
 

貸
付
を
行
っ
て
い
る
方
や
駐
車
 

場
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
で
、
 

次
の
表
に
掲
げ
る
基
準
に
該
当
 

す
る
方
、
ま
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
 

ト
業
や
デ
ザ
イ
ン
業
を
営
ん
で
 

い
る
方
に
も
昭
和
 56 

年
以
降
の
 

所
得
か
ら
個
人
事
業
税
が
課
税
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
個
人
事
業
税
の
納
期
 

は
、
8
月
 11 

月
の
2
回
と
な
っ
 

金
田
町
麦
作
組
合
 

福
岡
県
麦
作
共
励
会
に
お
い
て
 

ク
優
秀
賞
4

を

受

け

る

 

金
田
町
役
場
振
興
課
 

水
田
利
用
再
編
対
策
を
円
滑
 

に
推
進
し
、
麦
大
豆
等
重
点
作
 

物
の
生
産
拡
大
と
定
着
を
図
り
 

需
要
動
向
に
即
応
す
る
良
質
米
 

の
生
産
を
確
保
す
る
事
を
目
的
 

と
し
た
、
福
岡
県
等
が
主
催
す
 

る
 
「
昭
和
五
十
八
年
度
福
岡
県
 

良
質
米
、
麦
大
豆
共
励
会
』
に
 

お
け
る
麦
作
の
部
に
お
い
て
金
 

田
町
麦
作
組
合
（
代
表
者
千
手
 

大
蔵
）
は
優
秀
賞
を
受
け
ま
し
 

た
。
そ
の
受
賞
区
分
は
県
知
事
 

賞
、
県
製
粉
協
会
内
麦
対
策
委
 

員
会
長
賞
で
あ
り
ま
す
。
 

金
田
町
麦
作
組
合
は
昭
相
五
 

十
四
年
、
麦
栽
培
農
家
十
三
戸
 

裁
培
面
積
十
八
町
で
ス
タ
ー
ト
 

し
以
来
、
当
組
合
は
麦
作
田
の
 

団
地
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
 

生
産
の
安
定
と
品
質
の
向
上
、
 

駐卓場業 不 動 産 貸 付 業 業種 

暴
騒
誘
騒
騒
ぬ
根
付
一
翼
蔭
税
の
対
象
と
さ
 

U) 建
醜
＼
）
餐
卸
警
場
 

一収容可能台数十台以上 

(5) 
なてに右 
りのよ記 
ま不るの 
す動収基 
。産入準 
の金に 
貸額満 
付がた 
に年な 
よ額し、 
る六場 
所百合 
得万で 
に円あ 
っ以っ 
い上て 
てでも 
課あ、 
税れ建 
のば物 
対、の 
象す貸 
とべ付 

晶
か
 (
2
) i
n
 

は
岡
を
併
せ
て
行
っ
て
 

(3) 
貸 土 

地 

付 の 

住
宅
以
外
 

旦
晦
欝
）
 

の

貸

付

 

ー

住

宅

の

 

く
貸
 

付
 

貸

付

不

動

産

の

種

類

 

そ
の
他
の
土
地
 

住
宅
用
土
地
 

二
P
建
の
建
物
 

一
戸
建
以
外
の
建
物
 

（
貸
ビ
ル
等
）
 

一
戸
建
住
宅
 

一
戸
建
住
宅
以
外
 

（
ア
パ
ー
ト
・
貸
間
等
）
 

室
数
棟
数
及
び
貸
付
契
約
 

件
数
の
合
計
 
十
件
以
上
 

貸
付
契
約
件
数
十
件
以
上
 

二貸又貸 
千付は付 
平面 契 
方積 約 
メ 件 
~ 数 
ト 十 
ル 件 
以 以 
上 上 

五
棟
以
上
 

十
室
以
上
 

＋
棟
以
上
 

十
室
（
昭
和
五
十
八
年
度
 

ま
で
十
五
室
）
以
上
 

課
税
の
対
象
と
さ
れ
る
 

基
 

準
 

て
お
り
、
納
税
義
務
の
あ
る
方
 

に
は
毎
年
8
月
中
旬
に
財
務
事
 

務
所
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
 

さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
 

必
ず
納
め
て
下
さ
る
よ
う
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
詳
し
 

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
や
、
 

不
明
の
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
 

田
川
財
務
事
務
所
に
お
問
合
せ
 

く
だ
さ
い
。
 

み
 
ん
 
な
 
の
 
力
 
で
 

非

行

 の
 
防

止

 

”
ー
i

、
ー
声
子
 

・
法
唯
で
吃
轟
に
“
 一

 

及
び
経
営
の
改
善
に
取
り
組
ん
 

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
五
 

＋
八
年
度
に
は
組
合
員
三
十
六
 

名
麦
裁
培
面
積
四
十
二
町
に
至
 

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
組
合
員
一
 

人
一
人
が
常
日
頃
よ
り
金
田
町
 

の
麦
作
振
興
に
創
意
と
工
夫
を
 

凝
ら
し
、
な
に
よ
り
も
真
に
農
 

業
を
愛
し
、
集
団
育
成
に
取
り
 

組
ん
で
来
た
努
力
の
賜
で
あ
り
 

ま
す
。
 

尚
今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、
 

田
川
農
業
協
同
組
合
及
び
田
川
 

農
業
改
良
普
及
所
技
術
員
の
御
 

指
導
と
、
農
業
に
携
さ
わ
る
関
 

係
者
各
位
の
御
協
力
に
感
謝
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

確
定
申
告
に
誤
り
が
 

あ

っ

 
た
 
と

き

は

 

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
 

告
書
を
出
し
た
後
で
、
申
告
内
 

容
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
付
 

い
た
と
き
は
、
正
し
い
申
告
に
 

や
り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

例
え
ば
、
申
告
警
に
社
会
保
 

険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
を
 

書
き
忘
れ
た
た
め
に
、
税
金
を
 

実
際
よ
り
多
く
払
っ
た
場
合
は
 

「
更
正
の
請
求
」
で
税
金
の
還
 

付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 
「
更
正
 

の
請
求
」
が
で
き
る
の
は
、
来
 

年
の
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
 

ま
た
、
所
得
を
実
際
よ
り
少
 

な
く
申
告
し
て
い
た
よ
う
な
場
 

合
は
、
 

「
修
正
申
告
」
に
よ
り
 

正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
必
要
 

が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
用
紙
は
、
税
務
署
 

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
手
続
 

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
 

税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
 

尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

隈
」
「
ー
鼻
刻
剃
劃
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

福
原
 
照
子
 

ん
べ
縫
ふ
 

師
子
楽
を
舞
ふ
 

年
経
れ
は
ロ
の
端
に
も
の
ぼ
 
今
年
度
は
好
調
に
な
る
と
の
占
 
吾
子
思
ひ
つ
、
 

る
な
し
 
坑
底
に
排
み
て
逝
 
に
 
た
め
ら
ひ
も
な
く
三
社
詣
 

き
し
坑
夫
ら
い
く
崎
 

す
 

菊
池
 

一
枝
 

高
木
美
代
子
 

岡
野
富
司
生
 

霜
柱
に
立
つ
草
ふ
み
つ
こ
の
 
こ
こ
だ
け
の
静
も
り
を
破
り
が
 

朝
も
 
黙
し
て
わ
れ
は
ひ
た
 
た
く
し
て
 
朝
の
物
音
の
中
に
 

す
ら
歩
む
 

一
一
人
居
る
 

藤
本
 
唯
彦
 

室
 

「
」
ぷ
繊
誌
鷲
」
線
諮
携
落
濡
隣
 

交
す
 

ト
ョ
 

市
の
 

牡
牛
は
寒
風
に
眼
を
う
 

る
ま
す
る
 

井
手
元
智
恵
子
 

焚
火
す
る
人
に
加
は
り
雑
談
 

→
。
と
 

に
 
耳
傾
く
る
故
郷
の
タ
暮
 

田
代
 

稔
 

孫
た
ち
の
様
を
精
し
く
書
き
 

添
へ
し
 
長
崎
よ
り
の
み
か
 

ん
届
き
ぬ
 

つ
ま
 

糖
尿
を
病
む
夫
ね
か
せ
甘
き
も
 

の
を
 

吾
子
と
ニ
人
で
黙
々
食
 

冷
え
し
る
く
こ
ご
ゆ
る
掌
に
息
 

を
か
け
 
少
年
の
ご
と
書
初
を
 

な
す
 

山
口
 

倭
子
 

べ
ぬ
 

父
祖
よ
り
の
業
継
ぎ
し
子
は
 

明
け
や
ら
ぬ
 
吹
雪
の
中
を
 

阿
部
 
重
宏
 

夫
と
出
で
ゆ
く
 

叡
山
の
荒
法
師
ど
も
い
づ
く
に
 

や
 
古
き
伽
藍
に
洩
る
る
初
夏
 

中
村
 
繁
生
 

の
陽
 

餓
鬼
た
ち
と
ふ
言
葉
も
は
る
 

か
彼
方
な
り
 
祭
嚇
子
に
ひ
 

一
と
り
聞
き
る
る
 

ー
着
一
 

め

ぐ

 

口
し
を
ほ
ど
き
て
揃
ひ
の
も
 
す
る
愛
し
こ
の
吾
子
 

久
保
 
恵
子
 

藤
林
 
俊
信
 

や
う
や
く
に
掃
除
を
終
へ
て
 

福
田
 

昌
 

湯
に
浸
る
 
紅
白
の
歌
を
ラ
 

ー
i

に
」
鍔
叫
一
玉
 

ヂ
オ
に
聴
き
つ
つ
 

て

の

ひ

ら

 

た
 

反
省
を
く
り
返
し
七
十
年
経
 

ち
ぬ
 

来
る
年
の
わ
が
思
ひ
 

は
如
何
に
 

千
手
佐
起
子
 

初
孫
と
旅
の
一
夜
を
明
す
日
 

を
 
胸
ふ
く
ら
ま
し
待
ち
て
 

る
る
吾
 

並
川
 
照
子
 

ゆ
る
や
か
な
川
面
に
写
る
タ
 

小
野
ト
メ
子
 

焼
に
 

春
の
気
配
を
し
み
じ
 

み
思
ふ
 

平
木
 
綾
子
 

冬
枯
し
寂
し
き
庭
に
南
天
の
 

赤
き
実
の
み
が
 
お
も
は
え
 

て
見
ゆ
 

伊
藤
 
初
美
 

こ
れ
く
ら
ひ
マ
マ
が
好
き
だ
 

と
思
ひ
き
り
 
手
を
広
げ
見
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
】
 
一
 
一
 
一
 

L 

一 

蕗
の
整
 

う
ば
す
て
の
ホ
ー
ム
と
 

一 
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志
、
寺
譲
 

一

 

村
真
吾
▼
同
複
廿
優
勝
中
村
真
 

吾
、
寺
本
孝
 

【
女
子
】
四
年
生
以
下
単
【
一
一
 

優

勝

お

め

で

と

う

 

去
る
、
3
月
4

日
に
福
間
町
 

の
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
於
 

い
て
、
バ
ド
ミ
ソ
ト
ン
県
大
会
 

（
小
学
生
の
部
）
と
、
 
18 

日
に
 

田
川
市
総
合
体
育
館
に
於
い
て
 

の
、
第
 11 

回
田
川
地
区
パ
ド
ミ
 

ン
ト
ン
大
会
で
、
次
の
と
お
り
 

好
成
積
を
お
さ
め
ま
し
た
。
 

県

大

会

 

【
男
子
】
六
年
生
単
廿
優
勝
中
 

【
女
子
】
四
年
生
以
下
単
【
一
一
 

位
安
川
真
弓
▼
同
複
？
二
位
安
 

川
真
弓
、
香
月
恵
子
▼
五
年
生
 

町
 
単
u
優
勝
吉
田
千
枝
・
二
位
大
 

田
 
単
【
三
位
米
家
真
弓
▼
同
複
】
 

」
瓦
米
家
真
弓
、
香
月
美
紀
 

号
 

0
 

2
 

第
 

嶋
喜
代
美
▼
同
複
H
優
勝
吉
田
 

千
枝
、
大
嶋
喜
代
美
▼
六
年
生
 

田

川

地

区

大

会

 

【
男
子
】
一
般
B
複
廿
優
勝
平
 

井
宏
樹
、
告
田
義
利
・
二
位
大
 

嶋
幸
仁
、
平
井
誠
一
▼
中
学
単
 

廿
優
勝
中
村
真
吾
▼
小
学
生
廿
 

優
勝
寺
本
孝
・
二
位
坪
根
照
正
 

・
三
位
上
野
明
宏
、
森
尚
也
 

【
女
子
】
一
般
A
単
廿
優
勝
平
 

井
扶
由
子
▼
同
複
廿
優
勝
大
坪
 

浩
子
、
平
井
扶
由
子
▼
一
般
B
 

単
廿
優
勝
並
川
順
子
・
二
位
森
 

藤
栄
子
▽
同
複
h
優
勝
藤
本
史
 

、
森
藤
栄
子
▼
二
位
並
川
順
子
 

、
吉
出
由
香
▼
中
学
単
廿
優
勝
 

米
家
真
弓
・
二
位
吉
田
千
枝
▼
 

同
複
廿
優
勝
大
嶋
喜
代
美
，
吉
 

田
千
枝
・
二
位
香
月
紀
美
、
米
 

家
真
弓
▼
小
学
生
廿
優
勝
大
嶋
 

喜
代
美
・
二
位
益
野
裕
子
 

福

岡

県

警

察

官

ク

募

集

4

 

ー
 

男

子

大

学

卒

及

び

婦

人

ー

 

実
施
要
領
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 一
、
第
一
次
試
験
日
 

昭
和
 59 

年
5
月
 27 

日
（
日
）
 

（
第
2
次
試
験
7
月
上
旬
）
 

二
、
受
付
期
間
 

昭
和
 59 

年
4
月
 11 

日
（
水
）
 

1
5
月
 10 

日
（
木
）
 

（
郵
送
の
場
合
は
5
月
 10 

日
 

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
 

限
り
受
付
ま
す
。
）
 

三
、
採
用
予
定
員
 

警
察
官
A

（
大
学
卒
業
者
）
 

40 

人
 

婦
人
警
察
官
 

35 

人
 

五
、
試
験
地
 

警
察
官
A
 

ノ
福
岡
市
 

婦
人
警
察
官
ー
福
岡
市
 

六
、
受
験
資
格
 

m
警
察
官
A
 

ァ
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
 

る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
の
 

卒
業
者
 

イ
、
昭
和
 31 

年
4
月
2
日
か
 

ら
昭
和
 37 

年
4
月
ー
日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
男
子
。
 

り
②
婦
人
警
察
官
 

『 

高
校
卒
 
約
石
六
、
8
O
円
 

ア
、
昭
和
 37 

年
4
月
2
日
か
 

九
、
千
葉
県
を
第
2
志
望
と
す
 

ら
昭
和
 41 

年
4
月
ー
日
ま
で
 

る
受
験
の
特
例
 

に
生
ま
れ
た
女
子
。
 

警
察
官
A

の
受
験
者
に
限
り
 

七
、
身
体
検
査
合
格
基
準
 

本
県
の
試
験
と
同
時
に
第
2
 

区 分 男子警察官 I 婦人警察官 

長

囲

重

 

身

胸

体

 

160cm以上 

78cm以上 

47町 

152cm以上 

身長の光以上 

45仰以上 

視 力 
両眼とも裸眼視力0.6以上又は 
裸眼視力0.1以上できよう正視 
力か1.0以上 

弁色力 正常であること 

その他 職務遂行に必要な身体的状態 
であること 

八
、
採
用
時
の
給
与
 （

税
込
み
）
 

大
学
卒
 
約
「
西
、
ロ
8
円
 

短
大
卒
 
約
二
四
、
O
8
円
 

希
望
と
し
て
、
千
葉
県
 

警
察
を
受
験
す
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

十
、
問
い
合
わ
せ
（
申
し
 

込
み
）
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
 

務
課
任
用
係
 

〒
肌
 

福
岡
市
博
多
区
 

東
公
園
7
番
7
号
 

皿
 
福
岡
（
究
こ
 

杢
」
占
苫
0
（
直
通
）
 

福

岡

（
og
ニ） 

盃
一
山
西
一
 

内
線
 
言
髪
・
孟
晋
 

又
は
田
川
警
察
署
警
務
課
 

皿
 
田
川
og
四
醤
②
三
舌
 

内
線
 
三
一
ー
三
」
 

電

話

の

移

転

手

続

き

は

 

お
 

早
 
目
 
に
 

金

田

電

報

電

話

局

 

o
三
月
四
月
五
月
は
電
話
の
移
 

転
工
事
が
多
く
て
こ
み
あ
い
 

ま
す
。
 

o
工
事
を
希
望
さ
れ
る
日
の
一
 

週
間
前
ま
で
に
申
し
出
て
く
 

だ
さ
い
。
 

・
他
の
市
町
村
へ
移
転
さ
れ
る
 

場
合
は
電
話
局
の
窓
口
で
、
 

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

・
電
話
機
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
 

お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

転
居
先
で
は
別
の
電
話
機
を
 

取
り
付
け
ま
す
。
 

お
問
合
せ
 

（
〇
九
四
七
二
）
②
〇
〇
〇
o
 

（
無
料
）
 

、
パ
 、

 

昭和59年度 主 催 事 業 あ ん な 福岡県立英彦山青年の家 い
 

瓶 種 別 事 業 名 期 日 日 数 参 加 対 象 募集人員 

1 
主 催 

青年団体リーダ一養成講座 

・集団運営の基礎理論と今日的 

課題にっいて研修する 

〇一期 
6月23日（土）-'-24日（日）1泊2日 

〇二期 
8月25日（土）-26日（日）1泊2日 

〇三期 
12月 8日（土）~9日（日）1泊2日 

。青年団体 

。各種グループ・サ一クル 

o 4Hクラプ（農業関係グルー 
プ）等 

各 期 

50 名 

2 
主 催 

青年レクリエーションリーダー研 
修 

・前期 

・後期 

4月28日（土）--30日（月）2泊3日 

9月22日（土）-24日（月）2泊3日 

。県内各市町村及び職場職域に 
あってレクリコ二一ションリー一 
ダーを志向する者 

。全期参加が原則。但し、一期 
のみの参加も可 

各 期 

10 〇名 

3 
主 催 青少年キャンプ指導者研修 5月25日（金）--27日（目）2泊3日 

青少年育成指導者、青年の家キ 
ャンプ利用団体の指導者、その 
他キャンプ指導者を志す者 

100 名 

4 
主 催 

青年の家夏季キャンプ 

・親子キャンプ 

7月21日（土）---8月31目（金） 

・7月2?日（金）-7月29日（日）2泊3日 

。一般利用（小学校高学年以上） 

●小学生とその保護者 
100 名 

＠くわしいことは右記におたずねください。 千824-01 福岡県田川郡添田町大字英彦山 TEL 09418 ⑤ 0101 （代表） 

女

子

ソ

ソ

ト

・

ボ

ー

ル

 

結

成

に

つ

い

て

 

選
 

手
 

募
 

集
 

今
年
の
春
は
例
年
よ
り
遅
い
 

今
日
こ
の
頃
で
す
。
 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
 

々
御
清
祥
の
事
と
存
じ
ま
す
。
 

本
年
四
月
よ
り
、
女
子
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
を
結
成
致
し
た
い
と
思
 

い
ま
す
の
で
御
希
望
の
方
は
下
 

記
の
と
こ
ろ
ま
で
申
込
み
下
さ
 

い
ま
せ
。
 

金
田
局
②
〇
三
六
六
番
ま
で
 

申
込
の
さ
い
住
所
、
氏
名
、
年
 

令
、
電
話
を
お
願
い
致
し
ま
す
 

一

 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

桑
野
キ
ミ
子
殿
 
香
月
久
幸
殿
 

桑
野
 

正
文
殿
 
島
津
文
男
殿
 

脇
 

高
稔
殿
 
谷
 

勲
殿
 

田
遷
ヲ
ナ
カ
殿
 
山
本
康
男
殿
 

芳
野
マ
サ
ェ
殿
 

右
の
方
々
か
ら
、
香
典
返
L
 

と
し
て
、
御
寄
付
を
戴
き
ま
し
 

た
の
で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

お
礼
の
こ
と
ば
 

桑
野
キ
ミ
子
様
 

宮
崎
成
美
 
様
 

香
月
久
幸
 
様
 

金
田
町
老
人
7

ラ
ブ
連
合
会
に
 

香
典
返
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

の
で
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
有
意
 

義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 


